
■今後5年間の対応確認表
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外する項目に関しては、青ハッチングで示した

取組項目（当初） 取組項目（変更案）

減災のための取組項目

実施内容 実施内容（変更案） 理由 理由 理由 理由 理由 理由 理由

姫川の洗掘状況の把握・理解 姫川の洗掘状況の把握・理解

○ 継続

出水時における姫川の洗
掘の状況及びメカニズム
については、未だ完全に
解明されていないため、
引き続きモニタリング調査
を継続する。

継続 1

水位・気象情報等の情報発信 水位・気象情報等の情報発信

○ 継続

引き続き、洪水時の市長
による避難勧告等発令の
判断を支援する必要があ
るため、今後も継続して、
水位・気象情報等の情報
発信を行っていく。

○ 継続

・警報級の可能性の提
供
・警報等発表時の危険
度の色分けによる警戒
期間と予測の提供につ
いては、防災対応支援
の一環として引き続き提
供を継続する。

○ 継続

引き続き、洪水時の市
長による避難勧告等発
令の判断を支援する必
要があるため、今後も
継続して、水位等の情
報発信を行っていく。

○ 継続 ○ 継続

引き続き、水位・気象情
報等の情報発信を行っ
ていく。

○ 継続

市民の安全な避難行動
につなげるため、今後も
継続して適時適切な情
報発信に努める。

○ 継続

防災行政無線の整備が
完了し、本システムを活
用した情報提供に努め
る。

継続 2

プッシュ型配信の運用開始 プッシュ型配信の運用開始

× 完了

運用開始が目標であり、
取組目標を達成済み。

× 完了

プッシュ型配信を始めと
した情報発信のルール
は十分整備済み。

× 完了

糸魚川市がH29年5月よ
り運用開始済み。

× 完了

プッシュ型配信を始めと
した情報発信のルール
は十分整備済み。
今後はその情報の精度
や伝達の確実性の向上
など、運用面の充実を
図る他の取組を行う。

× 完了

プッシュ型配信を始めと
した情報発信のルール
は十分整備済み。
市民の安全な避難行動
につなげるため、今後も
継続して適時適切な情
報発信に努める。

× 完了

妙高安全・安心メール、
緊急速報メール、防災
無線等による緊急情報
提供の取組みについて
実施済み。

完了 3

防災情報の更なる普及のため
の周知・広報

防災情報の更なる普及のための周
知・広報

○ 継続

引き続き、気象情報記
事を広報上越へ掲載し
ていくため。

○ 継続

年々変わっていく防災
情報や災害時の対応の
ほか、自主防災組織の
役員などの交代等にも
対応するため、毎年継
続して出前講座や防災
リーダー研修を開催す
るほか、広報紙等で必
要な情報提供を行う。

○ 継続

外部講師を招聘しての
研修会を開催する。

継続 4

水防連絡会、情報伝達訓練の
実施

水防連絡会、情報伝達訓練の実施

○ 継続

引き続き、洪水時の市長
による避難勧告等発令の
判断を支援する必要があ
るため、今後も継続して、
水防連絡会及び情報伝
達訓練を実施していく。

○ 継続

洪水時の的確な情報発
信にむけて今後も、情
報伝達訓練に参画す
る。

○ 継続

引き続き、洪水時の市
長による避難勧告等発
令の判断を支援する必
要があるため、今後も
継続して、水防連絡会
及び情報伝達訓練を実
施していく。

○ 継続

平時からの訓練は大切
であることから引き続き
継続する。

○ 継続

引き続き、洪水時の市
長による避難勧告等発
令の連絡体制を確認す
る必要があるため、今
後も継続して、水防連絡
会及び情報伝達訓練を
実施していく。

○ 継続

災害発生時の適切な避
難勧告等の発令に備
え、引き続き連絡体制
の確認のほか、情報伝
達訓練、相貌防災訓練
を実施する。

○ 継続

関係機関と情報伝達訓
練を実施する。

継続 5

自治体への情報伝達（ホットラ
イン）

洪水時における自治体への情報伝
達（ホットライン）の確立及び実施

○ 継続

引き続き、洪水時の市長
による避難勧告等発令の
判断を支援する必要があ
るため、今後も継続して、
水防連絡会及び情報伝
達訓練を実施していく。 ○ 継続

災対法に基づく助言機
関としての責務遂行の
ため引き続き、ホットラ
インによる市町村支援
を実施する。

○ 継続

洪水時、避難勧告等の
発令基準に達している
にも関わらず、災害の
混乱等により市長が避
難勧告を出していない
時などは、重要なツー
ルとなるため、引き続き
活用していくとともに、情
報伝達訓練等において
も訓練していく。

○ 継続

ホットラインは緊急時に
役立つことから引き続き
継続する。

○ 継続

ホットラインの継続を図
る。

○ 継続

市民の安全な避難行動
につなげるため、今後も
継続して水防連絡会及
び情報伝達訓練を実施
していく。

○ 継続

ホットラインの継続を図
る。

継続 6

避難勧告等の発令に着目した
タイムラインの整備・改善・支援

避難勧告等の発令に着目したタイ
ムラインの整備・改善・支援

× 完了

避難勧告等の発令に着
目したタイムラインの整備
等に必要な浸水想定区域
図等の資料は提供済み。
なお、また新たな資料提
供が必要な場合は、取組
項目に新規追加の上、速
やかに実施するものとす
る。

× 完了

避難勧告等の発令に着
目したタイムラインの整
備等に必要な資料は提
供済み。

× 完了

避難勧告等の発令に着
目したタイムラインの整
備等に必要な資料は提
供済み。

× 完了

実施済み。

× 完了

タイムラインの発動につ
いて、検証済み。

× 完了

風水害対応タイムライン
ととして、気象・防災情
報の監視体制、避難勧
告等の発令基準、関係
機関との連携について
整備済み。
訓練等の実施により、
適宜見直しを行う。

× 完了

タイムラインの発動につ
いて、検証済み。

完了 7

水害タイムラインの検討・作成 水害タイムラインの検討・作成

○ 継続

引き続き実施するものと
する。

○ 継続

引き続き実施するものと
する。

○ 継続

引き続き実施するものと
する。

○ 継続

引き続き実施するものと
する。

○ 継続

引き続き実施するものと
する。

○ 継続

引き続き実施するものと
する。

○ 継続

引き続き実施するものと
する。

継続 8

水害危険性に指定する河川の
調整、検討、指定

水位周知河川の検討及び指定

○ 継続

儀明川の水位周知河川
等への指定あるいは指定
無し等の対応完了まで、
継続して支援を実施予
定。

○ 継続

儀明川の水位周知河川
等への指定あるいは指
定無し等の対応完了ま
で、継続して支援を実施
予定。

○ 継続

・儀明川において引き続
き試行をかさね、本指定
を目指す。
・大規模水害が発生し
たときは、浸水実績図を
作成する。
・新潟地方気象台と連
携し、洪水警報の危険
度分布を活用。

× 完了

姫川のほか二級河川に
おいても水位観測、監
視カメラの設置が進めら
れており、必要な整備
は概ね完了。

○ 継続

儀明川の水位周知河川
等への指定あるいは指
定無し等の対応完了ま
で、継続して支援を実施
予定。

× 完了

姫川のほか二級河川に
おいても水位観測、監
視カメラの設置が進めら
れており、必要な整備
は概ね完了。

○ 継続

・水位周知河川の指定
のない、中小河川につ
いて、引き続き水位計
設置を県と協議する。
中小河川について、ぜ
ひ水位計を設置いただ
きたい。

継続 9

今後5年間の
対応方針

（案）

■取組項目の修正内容
・達成目標を明確にすること
で、実施内容に対する「済、実
施中、未着手」の判断が容易に
可能なよう修正した。
・達成目標の欄を追加した。

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市高田河川国道事務所 新潟地方気象台

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外
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■今後5年間の対応確認表
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外する項目に関しては、青ハッチングで示した

取組項目（当初） 取組項目（変更案）

減災のための取組項目

実施内容 実施内容（変更案） 理由 理由 理由 理由 理由 理由 理由

今後5年間の
対応方針

（案）

■取組項目の修正内容
・達成目標を明確にすること
で、実施内容に対する「済、実
施中、未着手」の判断が容易に
可能なよう修正した。
・達成目標の欄を追加した。

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市高田河川国道事務所 新潟地方気象台

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

関川流域における水害危険性
の周知の実施状況を確認

水位周知河川の指定状況に関す
る情報共有

○ 継続

引き続き、協議会におい
て水害危険性の周知状
況を確認していく。

○ 継続

引き続き、協議会にお
いて水害危険性の周知
状況を確認していく。

○ 継続

引き続き、協議会にお
いて水害危険性の周知
状況を確認していく。

○ 継続

引き続き、協議会にお
いて水害危険性の周知
状況を確認していく。

○ 継続

引き続き、協議会にお
いて水害危険性の周知
状況を確認していく。

○ 継続

引き続き、協議会にお
いて水害危険性の周知
状況を確認していく。

○ 継続

引き続き、協議会にお
いて水害危険性の周知
状況を確認していく。

継続 10

姫川流域における水害危険性
の周知の実施状況を確認

※前項10と統一

水位予測の検討及び精度の向
上

水位予測の検討及び精度の向上

○ 継続

現在構築中のため、継続
実施。

○ 継続

・県が管理する中小河
川では水位上昇が急激
で水位予測が難しいた
め、気象台と連携して洪
水警報の危険度分布を
活用、検証していく方向
に転換。

○ 継続

・県が管理する中小河
川では水位上昇が急激
で水位予測が難しいた
め、気象台と連携して洪
水警報の危険度分布を
活用、検証していく方向
に転換。

継続 11

川の防災情報システムの改良・
スマートフォンを活用した情報
発信

川の防災情報システムの改良・ス
マートフォンを活用した情報発信の
開始

× 完了

取組目標を達成済み。

× 完了

取組目標を達成済み。
スマホによる水位情報、
河川カメラ画像の提供
は有効であるため、引き
続き発信する。
水位計やカメラ増設を
検討中。

× 完了

取組目標を達成済み。

× 完了

取組目標を達成済み。
引き続き、緊急情報の
提供を行っていく。

× 完了

取組目標を達成済み。
市民の安全な避難行動
につなげるため、今後も
継続して適時適切な情
報発信に努める。 × 完了

妙高安全・安心メール、
緊急速報メール、防災
無線等による緊急情報
提供の取組みについて
実施済み。 完了 12

洪水予報文の改良 洪水予報文の改良

× 完了

洪水予報文を改良済み。
なお、また新たな改良が
必要になった場合は、取
組項目に新規追加の上、
速やかに実施するものと
する。

× 完了

洪水予報文を改良済
み。
なお、また新たな改良が
必要になった場合は、
取組項目に新規追加の
上、速やかに実施する
ものとする。

完了 13

気象情報発信時の「危険度の
色分け」や「警報級の現象」等
の改善

気象情報発信時の「危険度の色分
け」や「警報級の現象」等の改善

× 完了

気象情報発信の内容等
は改善済み。
なお、警報級の可能性
の提供や、警報等発表
時の危険度の色分けに
よる警戒期間と予測の
提供については、防災
対応支援の一環として
引き続き提供を継続す
る。

完了 14

広域避難計画の策定・支援 広域避難計画の策定・支援

× 除外

策定に必要な資料は提供
済みであり、かつ各市とも
市を跨ぐ広域避難の必要
性は無いという見解を出
されているため、取組から
除外する。

× 除外

市町村からの要請及び
支援実績が無いため、
取組から除外する。

× 除外

市を跨ぐ広域避難の必
要性は無いという見解
を出されているため、取
組から除外する。
今後も問題があれば検
証し、関係機関で改善
を図る必要がある。 × 除外

市を跨ぐ広域避難の必
要性は無いという見解
を出されているため、取
組から除外する。

× 除外

市を跨ぐ広域避難の必
要性は無いという見解
を出されているため、取
組から除外する。

× 除外

機会を捉え、ハザード
マップの見直しを行う。
台風第19号の際に確認
された、避難所指定に
関する課題について、
地元自主防災組織と協
議を行った。
市を跨ぐ広域避難の必
要性は無いという見解
を出されているため、取
組から除外する。

除外 15

要配慮者における避難確保計
画の作成・支援

要配慮者における避難確保計画の
作成・支援

○ 継続

・今後も要配慮者の避難
に関してサポートを望む
声があれば、国として可
能なことを実施していく必
要がある。

○ 継続

・今後も要配慮者の避
難に関してサポートを望
む声があれば、県として
可能なことを実施してい
く必要がある。

○ 継続

・今後も要配慮者の避
難に関してサポートを望
む声があれば、県として
可能なことを実施してい
く必要がある。

○ 継続

引き続き、避難確保計
画未作成の要配慮者施
設に対し、支援する。

○ 継続

平成31年4月公表の新
たな姫川洪水ハザード
マップに基づき、対象と
なる要配慮者施設の再
抽出を実施。令和3年度
末までに作成率100％を
目指し、各施設に対し避
難確保計画の作成の要
請及び支援を行う。

○ 継続

関係機関と連携し、要
配慮者施設の訓練状況
を確認する。

継続 16

関川想定最大規模も含めた破
堤点別浸水想定区域図、 家屋
倒壊等氾濫想定区域の公表
（浸水ナビ等による公表）

想定最大規模も含めた破堤点別浸
水想定区域図、 家屋倒壊等氾濫想
定区域の公表（浸水ナビ等による公
表） × 完了

公表済み。

× 完了

実施済み。

○ 継続

根知川についてR3に予
定。

継続 17

姫川想定最大規模も含めた破
堤点別浸水想定区域図、 家屋
倒壊等氾濫想定区域の公表
（浸水ナビ等による公表）

※前項18と統一
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■今後5年間の対応確認表
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外する項目に関しては、青ハッチングで示した

取組項目（当初） 取組項目（変更案）

減災のための取組項目

実施内容 実施内容（変更案） 理由 理由 理由 理由 理由 理由 理由

今後5年間の
対応方針

（案）

■取組項目の修正内容
・達成目標を明確にすること
で、実施内容に対する「済、実
施中、未着手」の判断が容易に
可能なよう修正した。
・達成目標の欄を追加した。

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市高田河川国道事務所 新潟地方気象台

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

新たな関川洪水ハザードマップ
の改良・周知

想定最大規模降雨に対応した洪水
ハザードマップの改良・周知

× 完了

改良等に必要な資料は提
供済み。
なお、また新たな資料提
供が必要な場合は、取組
項目に新規追加の上、速
やかに実施するものとす
る。

○ 継続

・計画規模浸水想定区
域図公表河川について
想定最大規模に更新し
たら、随時、情報提供す
る。
・小規模河川の氾濫推
定図を作成したら情報
提供する。

× 完了

取組目標を達成済み。

○ 継続

R3にハザードマップを更
新し、引き続き運用す
る。

× 完了

水防法改正後の新たな
基準に基づく洪水ハ
ザードマップを作成・配
布済み。

○ 継続

機会を捉え、ハザード
マップの見直しを行う。

継続 18

新たな姫川洪水ハザードマップ
の改良・周知

※前項20と統一

関川洪水ハザードマップの改
良・調整

先進事例等を踏まえた分かりやす
い洪水ハザードマップの改良

○ 継続

引き続き、検討していく。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

継続 19

姫川洪水ハザードマップの改
良・調整

※前項22と統一

まるごとまちごとハザードマップ
の整備

まるごとまちごとハザードマップの整
備

○ 継続

引き続き、実施していく。

○ 継続

引き続き、実施してい
く。

○ 継続

引き続き、実施してい
く。

○ 継続

引き続き、実施してい
く。

○ 継続

引き続き、実施してい
く。

○ 継続

引き続き、実施してい
く。

継続 20

マイタイムライン作成の普及促
進・支援

マイタイムライン作成の普及促進・
支援

○ 継続

マイタイムラインの普及は
まだ十分ではないと考え
られるため、引き続き出
前講座での講習、逃げ
キットの紹介・配布等を
行っていく。

○ 継続

・マイタイムラインの普
及に向けて、県として可
能なことを実施してい
く。

○ 継続

・マイタイムラインの普
及に向けて、県として可
能なことを実施してい
く。

○ 継続

マイタイムラインの普及
はまだ十分ではないと
考えられるため、引き続
き広報等での周知や、
啓発チラシ配布等を行
う。

○ 継続

出前講座等で、家庭や
地域での避難行動を考
えておくタイムラインの
作成について周知を進
めており、流域の全地
区での出前講座開催を
進める。

○ 継続

マイタイムラインの普及
はまだ十分ではないと
考えられるため、引き続
き広報での周知などを
実施する。 継続 21

重要水防箇所の共同点検 重要水防箇所の共同点検の定期的
な実施

○ 継続

出水期前における重要水
防箇所等の合同点検は、
有事に備えた関係機関と
の連携の構築や認識の
共有を行うための場とし
て有効であると認識して
いるため、引き続き、取り
組んでいく。

○ 継続

出水期前における重要
水防箇所等の合同点検
は、有事に備えた関係
機関との連携の構築や
認識の共有を行うため
の場として有効であると
認識しているため、引き
続き、取り組んでいく。

○ 継続

点検は重要であること
から継続する。

○ 継続

出水期前における重要
水防箇所等の点検は、
有事に備え、有効であ
ると認識しているため、
引き続き、取り組んでい
く。

○ 継続

出水期前における重要
水防箇所等の合同点検
は、有事に備えた関係
機関との連携の構築や
認識の共有を行うため
の場として有効であり、
引き続き参加していく。

○ 継続

自主防災組織との合同
点検を検討する。

継続 22

自主防災のあり方・役割の啓発 自主防災のあり方・役割の啓発

○ 継続

有事に備えるため、引き
続き啓発を行う。

○ 継続

地域防災力の維持・向
上のため、自主防災組
織と連携した避難訓練
等を実施する。 ○ 継続

外部講師を招聘しての
研修会を開催する。

継続 23

実践的な研修・訓練の実施 実践的な研修・訓練の実施

○ 継続

地域防災力の向上を図
るため、引き続き研修会
等を実施する。

○ 継続

自主防災組織が行う自
主的な避難訓練等の防
災活動を支援するととも
に、防災リーダー研修を
開催し、必要な知識・情
報を伝えていく。

○ 継続

・防災用品購入に対す
る補助金について、令
和4年度までの時限事
業（延長の予定なし）。
・消防団との合同や避
難所運営など、より実践
的な訓練となるよう、自
主防災組織へ依頼を継
続する。

継続 24

自主防災組織の設立支援・防
災士の養成

自主防災組織の設立支援・防災士
の養成

○ 新規

自主防災組織の設立・防
災士の養成について、支
援していく

○ 継続

地域防災力の向上を図
るため、引き続き防災士
養成講座を開催する。

○ 継続

自主防災組織補助金制
度により、自主防災組
織が行う資機材整備や
活動費、環境整備費を
支援していく。

○ 継続

防災士資格取得のため
の補助制度を継続す
る。

継続 25
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■今後5年間の対応確認表
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外する項目に関しては、青ハッチングで示した

取組項目（当初） 取組項目（変更案）

減災のための取組項目

実施内容 実施内容（変更案） 理由 理由 理由 理由 理由 理由 理由

今後5年間の
対応方針

（案）

■取組項目の修正内容
・達成目標を明確にすること
で、実施内容に対する「済、実
施中、未着手」の判断が容易に
可能なよう修正した。
・達成目標の欄を追加した。

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市高田河川国道事務所 新潟地方気象台

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

水防連絡会、情報伝達訓練の
実施

水防連絡会、情報伝達訓練の定期
的な実施

○ 継続

出水期前における水防連
絡会の開催や洪水対応
演習の実施は、有事に備
えた関係機関との速やか
な情報伝達の訓練の場と
して有効であると認識して
いるため、引き続き、取り
組んでいく。

○ 継続

洪水時の的確な情報発
信にむけて今後も継続
して、情報伝達訓練に
参画する。

○ 継続

出水期前における水防
連絡会の開催や洪水対
応演習の実施は、有事
に備えた関係機関との
速やかな情報伝達の訓
練の場として有効である
と認識しているため、引
き続き、取り組んでい
く。

○ 継続

訓練は必要であること
から継続する。

○ 継続

有事に備えるため、連
絡体制の確認や情報伝
達訓練を引き続き行う。

○ 継続

出水期前における水防
連絡会の開催や洪水対
応演習の実施は、有事
に備えた関係機関との
速やかな情報伝達の訓
練の場として有効であ
り、引き続き参加してい
く。

○ 継続

関係機関との訓練を継
続する。

継続 26

避難訓練に関する情報共有 避難訓練の実施及び実施状況の情
報共有

○ 継続

地域支援チームを組織
し、「あなたの町の予報
官」として市町村支援を
引き続き実施する。

○ 継続

市が委嘱する防災アド
バイザーを派遣し、自主
防災組織や町内会にお
ける防災体制を整える
とともに、訓練等の重要
性について説明する。

○ 継続

令和2年度は新型コロナ
ウイルス感染症防止の
観点から中止としたが、
規模や実施方法を工夫
し、毎年実施していく。

○ 継続

防災士又は市職員によ
る講話を継続する。

継続 27

水災害教育を実施 水災害教育の継続的な実施

○ 継続

水災害教育については、
今後も継続して実施して
いくことで、一般に広く根
付いていく活動であるた
め、引き続き、取り組んで
いく。

〇 継続

引き続き、防災意識の
普及啓発のため自治体
の要請に応じた支援体
制を維持する。

○ 継続

・水災害教育について
は、今後も継続して実施
していくことで一般に広
く根付いていく活動であ
るため、引き続き取り組
んで行く。

○ 継続

防災教育は重要である
ことから継続する。

○ 継続

有事に備えるため、引き
続き水災害教育を行う。

○ 継続

水災害に限らず、様々
な災害にも対応できるよ
う実施内容を見直しな
がら実施していく。

○ 継続

防災士又は市職員によ
る講話を継続する。

継続 28

出前講座等の説明会を開催 出前講座等の説明会の継続的な開
催

○ 継続

水災害教育については、
今後も継続して実施して
いくことで、一般に広く根
付いていく活動であるた
め、引き続き、取り組んで
いく。 〇 継続

引き続き、防災意識の
普及啓発のため、出前
講座等の要請に対応す
る。

○ 継続

・水災害教育について
は、今後も継続して実施
していくことで一般に広
く根付いていく活動であ
るため、引き続き取り組
んで行く。 ○ 継続

防災教育は重要である
ことから継続する。

○ 継続

有事に備えるため、引き
続き水災害教育を行う。

○ 継続

引き続き、学校からの
要請に応じ、出前講座
を実施していく。

○ 継続

防災士又は市職員によ
る講話を継続する。

継続 29

広報資料の作成・配布 広報資料の作成、配布

○ 継続

「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報資料
の作成や配布について
は、今後も継続して実施
していくことで、一般に広
く根付いていく活動である
ため、引き続き、取り組ん
でいく。

〇 継続

引き続き、防災意識の
普及啓発のため、広報
資料等の配布を継続す
る。

○ 継続

・当該取組は継続してい
くことで一般に広く根付
いていく活動であるた
め、引き続き取り組んで
行く。 ○ 継続

住民への周知のため継
続する。

○ 継続

今後も定期的に広報誌
に掲載する。

○ 継続

ハザードマップの配布
や市広報紙への掲載の
ほか、防災意識の醸成
に役立つグッズ等の研
究・作成を行っていく。 ○ 継続

市報による意識啓発を
継続する。

継続 30

危機管理型水位計の配置計画
の見直し・検討

危機管理型水位計の配置計画の見
直し・設置

× 完了

危機管理型水位計につい
て必要充分な整備が図ら
れた。

× 完了

・危機管理型水位計の
充分な整備が図られ
た。

× 完了

・危機管理型水位計の
充分な整備が図られ
た。

完了 31

CCTVカメラ、簡易水位計、量水
標の設置

CCTVカメラ、簡易水位計、量水標
の設置

× 完了

簡易型河川監視カメラに
ついて必要充分な整備が
図られた。

× 完了

・簡易型河川監視カメラ
の充分な整備が図られ
た。

× 完了

・簡易型河川監視カメラ
の充分な整備が図られ
た。

完了 32

・河道掘削
・急流河川対策
・河道拡幅、築堤

河道掘削、急流河川対策、河道拡
幅、築堤等の実施 ○ 継続

現在整備中のため、継続
実施。 ○ 継続

緊急度を見極めながら
引き続き実施していく ○ 継続

必要に応じ実施してい
く。 継続 33

・堤防天端の保護
・堤防裏法尻の補強

堤防天端の保護、堤防裏法尻等の
補強等の実施

× 完了

河川整備計画にある危機
管理型ハード対策が全て
完了した。

○ 継続 ○ 継続

必要に応じ実施してい
く。

継続 34

河川防災ステーション等の検
討・調整

河川防災ステーション等の検討・整
備

○ 継続

引続き、検討していく。

○ 継続

引続き、検討していく。

○ 継続

引続き、検討していく。

○ 継続

引続き、検討していく。

○ 継続

引続き、検討していく。

○ 継続

引続き、検討していく。

継続 35
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■今後5年間の対応確認表
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外する項目に関しては、青ハッチングで示した

取組項目（当初） 取組項目（変更案）

減災のための取組項目

実施内容 実施内容（変更案） 理由 理由 理由 理由 理由 理由 理由

今後5年間の
対応方針

（案）

■取組項目の修正内容
・達成目標を明確にすること
で、実施内容に対する「済、実
施中、未着手」の判断が容易に
可能なよう修正した。
・達成目標の欄を追加した。

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市高田河川国道事務所 新潟地方気象台

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

浸水想定区域の浸水深、浸水
継続時間及び家屋倒壊危険区
域の情報提供

浸水想定区域の浸水深、浸水継続
時間及び家屋倒壊危険区域の情報
提供

× 完了

整備に必要な資料は提供
済み。
なお、また新たな資料提
供が必要な場合は、取組
項目に新規追加の上、速
やかに実施するものとす
る。

× 完了

整備済み。

× 完了

整備済み。

完了 36

・立ち退き避難が必要な区域・
避難方法の検討
・垂直避難等、柔軟な避難方法
の検討

立ち退き避難が必要な区域・避難
方法の検討、垂直避難等、柔軟な
避難方法の検討

○ 継続

引き続き、垂直避難等、
柔軟な避難方法の検
討・周知を行う。

○ 継続

洪水ハザードマップの
活用により、早期の避
難行動により安全を確
保するほか、垂直避難
等浸水想定区域レベル
に応じた対応を周知し
ており、引き続き出前講
座等での周知を行って
いく。

○ 継続

機会を捉え、ハザード
マップの見直しを行うと
ともに、垂直避難や縁
故避難など、柔軟な避
難方法の周知を行う。

継続 37

重要水防箇所の共同点検 重要水防箇所の共同点検の定期的
な実施

○ 継続

出水期前における重要水
防箇所等の合同点検は、
有事に備えた関係機関と
の連携の構築や認識の
共有を行うための場とし
て有効であると認識して
いるため、引き続き、取り
組んでいく。

○ 継続

重要水防箇所等の共同
点検は、有事に備えた
関係機関との連携の構
築や認識の共有を行う
ための場として有効で
あると認識しているた
め、引き続き、取り組ん
でいく。

○ 継続

点検は必要であること
から継続する。

○ 継続

出水期前における重要
水防箇所等の点検は、
有事に備え、有効であ
ると認識しているため、
引き続き、取り組んでい
く。

○ 継続

出水期前における重要
水防箇所等の合同点検
は、有事に備えた関係
機関との連携の構築や
認識の共有を行うため
の場として有効であり、
引き続き参加していく。

○ 継続

消防団に対し、河川巡
視への参加を要請す
る。

継続 38

水防資機材の確認・整備 水防資機材の定期的な確認・整備

○ 継続

出水期前における水防資
機材の確認・整備等を行
う合同点検は、有事に備
えた関係機関との連携の
構築や認識の共有を行う
ための場として有効であ
ると認識しているため、引
き続き、取り組んでいく。

○ 継続

水防備蓄材等の共同点
検は、有事に備えた関
係機関との連携の構築
や認識の共有を行うた
めの場として有効である
と認識しているため、引
き続き、取り組んでい
く。

○ 継続

点検は必要であること
から継続する。

○ 継続

出水期前における水防
資機材の確認・整備等
を行う点検は、有事に
備え、有効であると認識
しているため、引き続
き、取り組んでいく。

○ 継続

出水期前における水防
資機材の確認・整備等
を行う合同点検は、有
事に備えた関係機関と
の連携の構築や認識の
共有を行うための場とし
て有効であり、引き続き
参加していく。

○ 継続

引き続き、必要な水防
資機材の整備・点検を
行う。

継続 39

新技術を活用した水防資機材
の検討・配備

新技術を活用した水防資機材の検
討・配備

○ 継続

引き続き、検討していく。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

継続 40

水防実働訓練の実施 水防実働訓練の定期的な実施

○ 継続

出水期前における水防実
動訓練は、有事に備えた
水防技術の鍛錬や伝承
の場として有効であると
認識しているため、引き
続き、取り組んでいく。

○ 継続

地域支援チームを組織
し、「あなたの町の予報
官」として市町村との連
携強化のため引き続き
参加する。

○ 継続

水防実働訓練は、有事
に備えた関係機関との
連携の構築や認識の共
有を行うための場として
有効であると認識してい
るため、引き続き、取り
組んでいく。

○ 継続

訓練は必要であること
から継続する。

○ 継続

出水期前における水防
訓練は、有事に備え、
有効であると認識してい
るため、引き続き、取り
組んでいく。

○ 継続

出水期前における水防
実働訓練は、有事に備
えた水防技術の鍛錬や
伝承の場として有効で
あり、引き続き参加して
いく。

○ 継続

有事の際、迅速な水防
活動が展開できるよう、
消防団と連携し、関係
機関が主催する水防訓
練に参加する。

継続 41

水防技術講習会の実施・支援 水防技術講習会の定期的な実施・
支援

○ 継続

水防技術基礎講座は、有
事に備えた水防技術の鍛
錬や伝承の場として有効
であると認識しているた
め、引き続き、取り組んで
いく。

○ 継続

水防技術講習会は、有
事に備えた技術の再確
認のほか、関係機関と
の連携の構築や認識の
共有を行うための場とし
て有効であると認識して
いるため、引き続き、取
り組んでいく。

○ 継続

講習会は必要であるこ
とから継続する。

○ 継続

出水期前における水防
訓練は、有事に備え、
有効であると認識してい
るため、引き続き、取り
組んでいく。 ○ 継続

水防技術基礎講座は、
有事に備えた水防技術
の鍛錬や伝承の場とし
て有効であり、引き続き
参加していく。 ○ 継続

消防団と連携し、水防
技術向上のための訓練
を開催するよう要請す
る。

継続 42

排水実働訓練の実施 排水実働訓練の定期的な実施

○ 継続

排水訓練や現地確認は、
有事の備えとして有効で
あると認識しているため、
引き続き、取り組んでい
く。

○ 継続

地域支援チームを組織
し、「あなたの町の予報
官」として市町村との連
携強化のため引き続き
参加する。

○ 継続

排水実働訓練は、有事
に備えた技術や手順等
の再確認のほか、関係
機関との連携の構築や
認識の共有を行うため
の場として有効であると
認識しているため、引き
続き、取り組んでいく。

○ 継続

訓練は必要であること
から継続する。

○ 継続

出水期前における水防
訓練は、有事に備え、
有効であると認識してい
るため、引き続き、取り
組んでいく。

○ 継続

排水訓練や現地確認
は、有事の備えとして有
効であり、引き続き参加
していく。

○ 継続

有事の際、迅速な水防
活動が展開できるよう、
消防団と連携し、関係
機関が主催する水防訓
練に参加する。

継続 43
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■今後5年間の対応確認表
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外する項目に関しては、青ハッチングで示した

取組項目（当初） 取組項目（変更案）

減災のための取組項目

実施内容 実施内容（変更案） 理由 理由 理由 理由 理由 理由 理由

今後5年間の
対応方針

（案）

■取組項目の修正内容
・達成目標を明確にすること
で、実施内容に対する「済、実
施中、未着手」の判断が容易に
可能なよう修正した。
・達成目標の欄を追加した。

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市高田河川国道事務所 新潟地方気象台

今後５年間の対応 今後５年間の対応 今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

水防協力団体の募集・指定 水防協力団体の募集・指定

○ 継続

引き続き、消防団協力
事業所の募集を行うとと
もに、消防団と協力して
いく。 ○ 継続

水防活動の担い手とし
て消防団員（水防団員）
の確保は重要であり、
引き続き募集活動を継
続していく。

○ 継続

引き続き、消防団員の
獲得に努める。

継続 44

水防団の共有、連携 水防団との定期的な情報共有、連
携

○ 継続

引き続き、実施してい
く。

○ 継続

迅速な水防活動につな
げるため、水防連絡会
での水防団の配置や管
轄区域等の情報の共有
を図っていく。

○ 継続

関係機関と情報共有を
図る。

継続 45

地域防災計画（行政機能の保
全）の充実、業務継続計画
（BCP）の策定

地域防災計画（行政機能の保全）の
充実、業務継続計画（BCP）の策定

× 完了

策定に必要な資料は提供
済み。
なお、また新たな資料提
供が必要な場合は、取組
項目に新規追加の上、速
やかに実施するものとす
る。

× 完了

策定済み。

× 完了

策定済み。

× 完了

策定済み。

× 完了

策定済み。

× 完了

策定済み。

完了 46

大規模工場等への啓発活動・
支援

大規模工場等への啓発活動・支援

○ 継続

・地域経済の持続は重要
であるため、国として可能
な情報提供・支援は継続
していく。

○ 継続

・地域経済の持続は重
要であるため、県として
可能な情報提供・支援
は継続していく。

○ 継続

・地域経済の持続は重
要であるため、県として
可能な情報提供・支援
は継続していく。

○ 継続

R3年度以降検討する。

○ 継続

各事業所で実施してい
る対応（避難体制や浸
水防止対策、備蓄品の
整備など）に差があるこ
とを踏まえ、新たな浸水
想定（想定最大規模）を
踏まえた浸水リスクや
水害対策等の情報提供
を引き続き実施してい
く。

○ 継続

R3年度以降検討する。

継続 47

大規模水害を想定した排水計
画（案）の検討を実施

大規模水害を想定した排水計画
（案）の検討を実施

○ 継続

現在検討中のため、継続
実施。

○ 継続

有効かつ効率的な運用
の実現が必要であると
認識しているため、引き
続き、検討していく。 ○ 継続

必要に応じて検討する。

○ 継続

現在検討中のため、継
続実施。

○ 継続

新たな浸水想定（想定
最大規模）を踏まえ、排
水施設や資機材の整備
について、必要に応じて
検討する。

○ 継続

新潟県と連携して検討
する。

継続 48

排水ポンプ車の出動要請の連
絡体制等を整備

排水ポンプ車の出動要請の連絡体
制等を整備

○ 継続

水防連絡会や洪水対応
演習を活用した排水ポン
プ車の出動要請の連絡
体制等の整備は、有事の
備えとして有効であると認
識しているため、引き続
き、取り組んでいく。

○ 継続

有効かつ効率的な運用
の実現に向けた連絡体
制構築が有効であると
認識しているため、引き
続き、取り組んでいく。 ○ 継続

必要に応じて検討する。

○ 継続

水防連絡会や洪水対応
演習を活用した排水ポ
ンプ車の出動要請の連
絡体制等の整備は、有
事の備えとして有効で
あると認識しているた
め、引き続き、取り組ん
でいく。

○ 継続

水防連絡会や洪水対応
演習を活用した排水ポ
ンプ社の出動要請の連
絡体制等の整備は、有
事の備えとして有効で
あり、引き続き訓練等に
参加していく。

○ 継続

関川・姫川水防連絡会
にて、連絡体制の確認
を行う。

継続 49

浸水被害軽減地区の指定の検
討

浸水被害軽減地区の指定の検討

○ 継続

引き続き、検討していく。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

○ 継続

引き続き、検討してい
く。

継続 50

災害対応にあたる人材の育成 災害対応にあたる人材の育成

○ 継続

国の実施する災害研修、
訓練等の情報提供や災
害時の体制強化について
支援は、有事の備えとし
て有効であると認識して
いるため、引き続き、取り
組んでいく。

○ 継続

・災害研修、訓練等は
有事の備えとして有効
であると認識しているた
め、引き続き取り組んで
行く。 ○ 継続

必要に応じて検討する。

○ 継続

国の実施する災害研
修、訓練等の情報提供
や災害時の体制強化に
ついて支援は、有事の
備えとして有効であると
認識しているため、引き
続き、取り組んでいく。

○ 継続

国が実施する災害研
修、訓練等の情報提供
や災害時の体制強化、
上越市・妙高市との災
害時の支援体制整備
は、有事の備えとして有
効であり、引き続き取り
組んでいく。

○ 継続

県などが主催する研修
会に参加し、人材育成
に努める。

継続 51

災害情報の共有体制の確立 災害情報の共有体制の確立

○ 継続

災害情報体制の強化を
進めていく。

○ 継続

災害情報体制の強化を
進めていく。

○ 継続

災害情報体制の強化を
進めていく。

○ 継続

災害情報体制の強化を
進めていく。

○ 継続

災害情報体制の強化を
進めていく。

○ 継続

災害情報体制の強化を
進めていく。

継続 52
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